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賃
金
抑
制
攻
撃
を
労
働
者
の
声
で
乗
り
越
え
る

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
る
厳
し
い
生
活

昨
年
１
２
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
田

晃
伸
会
長
は
、
新
規
契

約
獲
得
な
ど
を
業
務
と

す
る
訪
問
員
の
経
費
削

針路
減
を
理
由
に
「
２
０
２
１
年
度
か
ら
は

従
来
の
戸
別
訪
問
は
し
な
い
」
と
の
方

針
を
発
表
。
ま
た
今
年
１
月
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
２
０
２
１
年-

２
３
年
度
次
期
３
ヵ

年
計
画
で
は
、
２
３
年
度
末
を
も
っ
て

個
人
委
託
訪
問
員(

地
域
ス
タ
ッ
フ)

の

契
約
更
新
を
し
な
い
考
え
を
示
し
て
い

る
▲
こ
の
方
針
は
、
訪
問
員
に
と
っ
て

失
業
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
危
惧

す
る
こ
と
は
、
受
信
料
強
制
徴
収
の

た
め
の
放
送
法
改
正
と
、
そ
れ
に
伴

う
権
力
者
の
介
入
で
あ
る
▲
戦
後
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
、
商
業
放
送
や
国
営
放
送
の
道

で
は
な
く
、
平
和
貢
献
、
民
主
主
義

の
発
達
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
の
公
共

放
送
を
選
択
し
た
。
受
信
料
制
度
は

【
国
民
の
た
め
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
】
で
あ
り
、

公
正
中
立
不
偏
不
党
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▲「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
に
す
れ
ば
い

い
」「
国
営
に
し
て
税
金
徴
収
す
れ
ば
い

い
」
な
ど
の
声
が
あ
る
が
、
私
は
そ
の

針
路
が
ベ
ス
ト
と
は
思
わ
な
い
。
特
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
現
政
権
の
操
り
人
形
に
な
る

こ
と
は
何
と
し
て
も
阻
止
し
な
い
と
い

け
な
い
。
今
後
も
委
託
制
度
検
討
委

員
会
や
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
県
労

連
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ

届
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す(

中)

　
１
月
２
０
日
、
全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
が
２
０
２
１
年
国
民
春
闘
「
は

た
ら
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
第
３
次
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
大
変
厳
し
い
労
働
者
の
状
況
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
声
を
要
求
に
ま
と
め
、
「
賃
金
抑
制
」
の
世
論
か
ら
の
転
換
を
図
る
春
闘
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

厳
し
い
生
活
状
況
の
中

　
　「
諦
め
」
が
蔓
延
し
て
い
る
？

　
労
働
者
の
生
活
実
感
は
、「
か
な
り
苦

し
い
」
が
１
３
・
１
％
、「
や
や
苦
し
い
」

は
３
７
・
３
％
で
、
合
わ
せ
た
「
苦
し
い
」

層
が
過
半
数
と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り

厳
し
い
生
活
状
況
が
窺
え
ま
す
。「
ま
あ

ま
あ
」
と
感
じ
て
い
る
層
の
割
合
は
４

３
・
０
％
、「
や
や
ゆ
と
り
が
あ
る
」
は

５
・８
％
、「
か
な
り
ゆ
と
り
が
あ
る
」
は

０
・
８
％
で
す
。

　
経
年
で
比
較
す
る
と
、
こ
の
間
の
生

活
実
感
は
「
か
な
り
苦
し
い
」「
や
や
苦

し
い
」
の
割
合
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
０
年
５
月
か
ら
１
人
１
０
万
円
の

「
特
別
定
額
給
付
金
」が
ス
タ
ー
ト
し
た

た
め
、
２
０
２
１
年
の
減
少
は
説
明
で
き

ま
す
が
、
２
０
１
９
年
に
は
、
消
費
税

の
増
税
な
ど
、
実
質
賃
金
を
引
き
下

げ
る
施
策
が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
背

景
に
は
、
全
体
と
し
て
苦
し
い
生
活
に

13.1%

15.3%

15.2%

15.9%

18.6%

37.3%

40.1%

40.0%

40.1%

41.3%

43.0%

39.0%

38.6%

38.0%

35.1%

5.8%

4.8%

4.8%

4.6%

4.0%

0.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

適
応
せ
ざ
る
を
得
な
い「
諦
め
」が
徐
々

に
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で

き
ま
す
。

収
入
減
少
は
３
割
超
え
る

　
前
年
の
年
収
と
の
比
較
で
は
、「
増
え

た
」
と
答
え
た
人
は
２
５
・
６
％
に
対

し
、「
変
わ
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
４

１
・
１
％
で
、
「
減
っ
た
」
と
回
答
し
た

人
が
３
３
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
７
年
か
ら
２
０
１
９
年
の
間
、
収
入

が
「
減
っ
た
」
の
回
答
は
減
少
傾
向
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
収
入
が
減
少

生活実感 （国民春闘アンケート）
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し
た
労
働
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

不
足
額
は
５
万
円
近
く

　「
家
計
で
あ
と
い
く
ら
不
足
し
て
い
る

か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、
最
も
多
か
っ

た
の
は
月
５
万
円
で
３
０
・
３
％
と
な
り

ま
し
た
。
次
い
で
月
３
万
円
が
１
９
・
５

％
、
月
１
０
万
円
以
上
が
１
２
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
足
額
は
加
重
平

均
で
４
万
９
３
１
７
円
で
、
前
年
最
終

集
計
の
額
を
５
０
０
０
円
ほ
ど
上
回
っ
て

い
ま
す
。
増
税
な
ど
に
よ
る
可
処
分
所

得
の
減
少
に
よ
っ
て
、
必
要
額
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す

が
、
こ
れ
が
生
活
実
感
と
少
し
ず
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

かなり苦しい　　　　　　　　　　　やや苦しい　　　　  　   まあまあ　　      　やや苦しい

前年と比べた年収（国民春闘アンケート）
増えた　         　             　 　　変わらない　　　                              　　 減った　
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あなたの家庭では月額いくらくらい必要か（国民春闘アンケート）
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月額賃上げ要求額 （正規）

月額賃上げ要求額（フルタイム非正規）

加重平均＝ 27,262 円

（昨年最終＝27,933円）

加重平均＝ 27,332 円

（昨年最終＝23,503円）

賃上げ要求額 （時間額）

月
額
賃
上
げ
要
求
額
は

　         

前
年
と
ほ
ぼ
同
額
に

　
月
額
で
の
賃
上
げ
要
求
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
「
１
万
円
」
で
全
体
の
２
７
・
０

％
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
３
万
円
」

が
１
８
・
２
％
、「
２
万
円
」
が
１
５
・
１

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
５
万
円
」
も
１

４
・
１
％
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
１

０
万
円
以
上
」を
求
め
る
声
も
５
・４
％

と
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
が
読
み
取

れ
ま
す
。

　
賃
上
げ
要
求
の
加
重
平
均
額
は
、
２

万
７
２
６
２
円
で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
０
年
で
２
番
目
に
高
い
水
準

　
こ
の
間
の
賃
上
げ
要
求
額
の
推
移
で
比

較
す
る
と
昨
年
に
次
い
で
２
番
目
に
高
い

要
求
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変
厳
し
い
「
賃
金
抑

制
」
の
世
論
の
中
で
あ
っ
て
も
、
生
活

の
た
め
に
大
幅
賃
上
げ
を
必
要
と
す
る

声
が
強
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
２
０

１
９
年
の
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
、
可

処
分
所
得
が
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
非
正
規
の
要
求
は
増
加

　
フ
ル
タ
イ
ム
型
の
非
正
規
労
働
者
の
月

額
で
の
賃
上
げ
要
求
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
１
万
円
」
で
２
３
．
７
％
と
な
り

ま
し
た
。
次
い
で
「
３
万
円
」
が
１
８
．

１
％
、「
５
万
円
」が
１
５
．
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
賃
上
げ
要
求
の
加
重
平
均
額
は
２
万

７
３
３
２
円
で
、
昨
年
を
４
０
０
０
円

ほ
ど
上
回
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用

率
が
全
体
の
４
割
近
く
ま
で
上
昇
し
て

い
る
中
、
非
正
規
で
あ
っ
て
も「
主
た
る

生
計
者
」
と
し
て
家
計
を
支
え
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
２
０
２
０
年
か
ら
施
行

さ
れ
た
「
正
規
と
非
正
規
の
均
等
待

遇
」（中
小
企
業
は
２
０
２
１
年
か
ら
施

行
）
や
可
処
分
所
得
の
減
少
が
賃
上

げ
要
求
額
の
増
加
と
し
て
表
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

９
０
０
円
台
の
労
働
者
が
多
数

　
現
在
の
賃
金
（時
間
額
）
で
は
、「
９

０
０
円
台
」
が
最
も
多
く
２
４
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
「
８
０
０
円

台
」
が
１
８
・
７
％
、「
１
０
０
０
円
台
」

が
１
８
・０
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
加
重

平
均
は
１
０
９
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
高
知
労
働
局
の
調
査
に

よ
る
と
、
高
知
県
に
お
け
る
短
時
間
労

働
者
の
賃
金
分
布
で
一
番
多
い
層
は
、

２
０
１
８
年

（時
給
７
６
２
円
）
の

時
点
で
「
８
０
０
円
～
８
１
０
円
」

（比
率
は
不
明
）
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
平
均
か
ら
見
て
も
１
０
０
円

近
く
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
要
求
額
は
１
３
７
・
４
円

　
時
間
額
で
の
賃
上
げ
要
求
額
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
１
０
０
円
」

で
３
１
・
９
％
で
し
た
。
次
い
で「
５

０
円
」
が
１
８
・
１
％
、「
４
０
０
円

以
上
」
が
１
１
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
時
間
額
で
の
賃
上
げ
要
求

の
加
重
平
均
は
１
３
７
・
４
円
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
最
終
の
１
４

８
・
３
円
よ
り
１
１
円
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
２
０
１
２
年
か

ら
１
０
年
間
で
は
４
番
目
に
高
い
要

求
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

非
正
規
の
不
満
が
明
ら
か
に

　
仕
事
や
職
場
で
の
不
満
・
不
安

に
つ
い
て
は
、
非
正
規
で
は
「
賃
金

が
安
い
」
が
８
８
・
５
％
と
圧
倒
的

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で

「
退
職
金
が
な
い
・少
な
い
」が
５
７
・

６
％
、「
正
規
・
非
正
規
の
賃
金
・

労
働
条
件
な
ど
の
格
差
」
が
５
１
・

０
％
、「
人
手
が
足
り
な
い
」
が
５

０
・
５
％
「
雇
用
契
約
を
更
新
さ

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
が
４
６
・
１

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
正
規
労
働

者
に
比
べ
、
圧
倒
的
に
非
正
規
労

働
者
が
不
満
や
不
安
を
抱
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加重平均＝1,095円 0.7%
2.1%

18.7%
24.4%

18.0%
8.7%

7.9%
5.8%

3.0%
11.6%

700円未満

700円台
800円台
900円台

1,000円台
1,100円台
1,200円台

1,300円台
1,400円台

1,500円以上

加重平均＝137.4円

（昨年最終＝148.3円）

現在の賃金 （時間額）
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結成大会

県
労
連
３
０
年
を
振
り
返
る

土
佐
の
教
育
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
育
②

執
筆
者   

高
知
県
教
職
員
組
合
元
書
記
長
　
長
野
浩
三
　

（２
）「
土
佐
の
教
育
改
革
」
の
施
策

に
関
し
て

第
１
期
土
佐
の
教
育
改
革
に
お
い

て
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進

委
員
会
」
と
定
数
改
善

（小
学
校

１
年
生
の
多
人
数
学
級
で
の
複
数
指

導
、
小
学
校
への
専
科
指
導
への
教

員
配
置
な
ど
教
育
改
善
の
た
め
の
採

用
、
１
年
生
を
含
む
複
式
学
級
や

飛
び
複
式
の
計
画
的
な
解
消
、
産

休
・
育
休
な
ど
に
伴
う
臨
時
教
員

の
計
画
的
な
縮
減
な
ど
）
は
大
き

く
評
価
で
き
る
施
策
で
あ
っ
た
。

「
土
佐
の
教
育
改
革
」
の
根
本
の
考

え
は
「
参
加
と
共
同
」
で
あ
る
。
中
で

も
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
＝
「
子

ど
も
の
参
加
、
保
護
者
・
地
域
と
教
職

員
の
共
同
に
よ
る
学
校
づ
く
り
」は
、
軸

と
な
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
、
子
ど
も
を

主
人
公
に
し
た
学
校

・
授
業
づ
く
り

は
、
戦
後
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
も
撥
ね
返

し
た
公
選
制
県
教
委
の
も
と
で
い
き
い
き

と
し
た
実
践
が
始
ま
り
、
勤
評
闘
争
や

そ
の
後
の
強
権
的
な
県
教
育
行
政
の
下

で
も
今
日
ま
で
良
心
的
な
多
く
の
教
職

員
に
よ
っ
て
継
承
発
展
さ
せ
ら
れ
て
き

た
。

　「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も
ま
だ
な
い
時

代
に
、
現
場
で
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

校
則
検
討
委
員
会
な
ど
三
者
会
・
四

者
会
の
実
践
を
す
す
め
て
い
た
組
合
員

も
い
た
の
で
あ
る
。
県
下
の
多
く
の
学

校
で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
主
人
公

と
い
う
子
ど
も
の
権
利
条
約
や
こ
ど
も

条
例
の
趣
旨
を
生
か
す
取
り
組
み
が
実

践
で
き
た
な
ら
ば
、
本
当
の
意
味
で
の

改
革
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

県
教
委
は
、
以
前
は
審
議
会
や
検

討
委
員
会
に
教
職
員
団
体
を
入
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
土
佐
の
教
育
改
革

が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
委
員
長
・
教
育

長
、
書
記
長
・
課
長
、
な
ど
の
定
例
の

会
議
の
他
に
体
罰
検
討
委
員
会
や
家
庭

学
習
推
進
事
業
（地
教
連
）
な
ど
に
参

加
を
求
め
ら
れ
た
。
反
面
、「
高
校
問

題
検
討
委
員
会
」
や
「
昇
給
制
度
の
運

用
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」、
な
ど
施

策
を
決
定
す
る
検
討
委
員
会
に
は
、
参

加
の
意
思
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
職
員
組
合
代
表
を
入
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
土
佐
の
教
育
改
革
は
、
教
育

行
政
を
県
民
に
開
か
れ
た
も
の
に
改
革

す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
が
、
政
策
決
定
の

場
に
は
教
職
員
組
合
を
入
れ
る
こ
と
も

な
く
、
総
括
で
も
教
育
行
政
の
部
分
が

抜
け
落
ち
学
校
現
場
の
観
点
の
み
と

な
っ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
勧
告
に
も
あ

る
よ
う
に
、
政
策
決
定
の
場
に
も
、
教

育
の
当
事
者
と
し
て
教
職
員
組
合
の
代

表
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
も

土
佐
の
教
育
改
革
の
限
界
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
土
佐
の
教
育
改
革
は
、
知
事

や
教
育
長
の
思
い
や
教
育
の
論
理
を
教

育
行
政
（県
教
委
）
の
内
部
ま
で
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
弱
点

を
持
っ
て
い
た
。
私
た
ち
も
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
取
り
組
み
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
弱
さ
も
あ
っ
た
。

たたかえ！ローレンジャー！！

「単組の力はすごい」

「ビキニデーin高知」 に

【日程】 ３月７日 （日）

　　全体集会 ： 9:30 ～ 15:30

　　参  加  費 ： 1,500 円

　　会        場 ： 高知城ホール４階

◇パネルディスカッション

　「ビキニ核被災者支援とこれからの運動」

◇記念講演

　①「原爆症認定訴訟とビキニ被災事件救済の展望」

　　講師：内藤雅義さん（日本反核法律家協会副会長）

　②「核兵器の終わりの始まり

　 　　      　　-核兵器禁止条約発効後の世界と日本-」

　　講師：川崎哲さん

　　　  　　（ピースボート共同代表・ＩＣＡＮ国際運営委員）

是非ご参加ください！

そ
う
ね
！

要
求
前
進
に
は

絶
対
必
要
ね
！

や
っ
ぱ
り

単
組
の
力
は
大
事

（タ
ン
ソ
）

だ
よ
！

賃
上
げ
せ
よ
～
！

し
ま
す

・
・
・

後
日
・
・
・

や
っ
た
～
！

タ
ン
ソ
・
・
・

賃上
げ 勝ち取り

そ
う
！

タ
ン
ソ
！

やっぱり単組の力！！

回
顧
録
・
・
・

C:炭素

何
で
こ
の
人
炭
素

も
っ
て
き
て
る
の
？

ブ
ツ

ブ
ツ

・
・
・
・

こ
っ
ち
に
は

絶
対
賃
上
げ
だ

タ
ン
ソ
が

タ
ン
ソ
の
力
・
・
・

タ
ン
ソ
・
・
・

ブ
ツ
ブ
ツ
聞
こ
え
る
し



(4）２０２１年２月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　№２４０

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
３

月
８
日
で
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
３
９
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ユ
キ
オ
ロ
シ
」

で
し
た
。
当
選
者
は
左
の
方
々
で

す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①――用具、 ――試験　③――雪、 ――石鹸　⑤――の

火事　⑦――破れて山河あり　⑨当たりくじと――くじ　⑩歩く姿

は――の花　⑫所変われば――変わる　⑭あいたところ　⑯

赤穂――の討入り　⑰活版印刷用の字型

【タテのカギ】①比べるこ

と　②南の対　③――紋

次郎、 ――１号　④困

――、――儀　⑥足は１

０本　⑧――が抜け永久

歯が生えた　⑪預金して

も――は僅か　⑬――の

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

「
な
か
ま
」　
自
交
総
連

市
川　

美
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

橋
本　

佳
代
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

岡
村　

彩
世　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

敵を愛せよ　⑭絶対秘密と――を刺す　⑮

本科の予備の過程。 ――練

　
　
自
交
総
連
（全
国
自
動
車
交
通
労

働
組
合
総
連
合
会
）
は
、
タ
ク
シ
ー
・

バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
働
く
全
国
の
仲

間
が
結
集
し
、
力
を
合
わ
せ
て
労
働
条

件
改
善
や
権
利
確
保
に
と
り
く
ん
で
い

る
労
働
組
合
で
す
。
高
知
で
は
、
タ
ク

おたよりの紹介

○「なかま」欄を見て、年金者組合の大活躍を知

りました。 香美市でも昨年１２月１５日は宣伝行動

をしました。 雪が降っていました・ ・ ・。 県教組

（N ・J）

○ローレンジャーの４コマ漫画が分かりやすくて、

面白くて気に入っています。 今後のローレン

ジャーの活躍も楽しみにしています。自治労連（I・

M）

○先日、 職員採用試験の受付を手伝いました。

皆が緊張しているように見えたので、思わず６０人

に 「頑張ってください」 と声掛けをしてしまいまし

た。 自治労連 （T ・O）

○コロナ禍での活動お疲れ様です。最近仲の良

かった職員が辞めていくことが続いてます。 色々

事情はあるのでしょうがずっと働ける魅力ある職場

になればなあと思います。 自治労連 （Y ・T）

○２０２０年もたくさんの運動をされて来られているこ

とに改めて感心したことです。集まることは大事、

さらに集まれない人々をまきこむ新しい活動も増え

ていくことを期待しています。 自治労連 （O ・A）

○最近、心身の不調を理由として長期の休暇を取

られているといった話を回りでよく耳にします。 そ

のような人たちが生まれないよう、 労働組合には

取り組んでいってもらいたいです。自治労連 （K・

T）

○コンパクトな新聞ですがいろんな情報がぎっしり、

すみずみまで読んでいます。 国公労連 （M ・S）

○２回目の応募です。当選しますように！自治労

連 （U ・S）

シ
ー
会
社
・
さ
く
ら
ハ
イ
ヤ
ー
と
路
線

バ
ス
会
社
・
県
交
北
部
交
通
に
、
自
交

総
連
の
仲
間
が
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

自
交
総
連
さ
く
ら
ハイ
ヤ
ー
労
組
の
主

な
た
た
か
い
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
く
ら
ハ

イ
ヤ
ー
は
、
高
知
市
や
南
国
市
で
、
タ

ク
シ
ー
会
社
を
経
営
（約
２
０
０
人
）
し

て
い
ま
す
。
会
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

タ
ク
シ
ー
利
用
客
が
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
、
現
金
以
外

で
タ
ク
シ
ー
料
金
を
支
払
っ
つ
た
時
に
か

か
る
手
数
料
を
運
転
者
に
負
担
を
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
ス
ー
パ
ー

で
客
が
買
っ
た
品
物
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
時
に
か
か
る
手
数
料
を
店
員
に
支
払

わ
せ
る
と
い
う
類
の
も
の
で
す
。
社
会

通
念
上
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
会
社
は
公
然
と
行
っ
て
い
ま
す
。
国

土
交
通
省
は
、
こ
れ
ら
の
手
数
料
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の

認
可
条
件
（通
達
）
で
会
社
が
支
払

う
べ
き
経
費
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
会
社
は
同
通
達
を
無
視
し
続
け

て
い
ま
す
。
組
合
は
、
四
国
運
輸
局

に
対
し
、
通
達
違
背
と
し
て
行
政
指

導
を
す
る
よ
う
要
請
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
年
１
月
初
旬
、
組
合
に
四

国
運
輸
局
が
通
達
に
背
く
事
例
で
あ

る
と
の
回
答
を
し
て
き
ま
し
た
。
組

合
は
、
四
国
運
輸
局
に
対
し
、
通
達

違
背
と
判
断
を
し
た
の
な
ら
、
直
ち

に
是
正
の
た
め
の
行
政
指
導
を
す
べ

き
で
あ
る
と
、
強
く
要
請
を
行
っ
て

い
ま
す
。
自
交
総
連
の
た
た
か
い
が
、

タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
負
担
を
な
く

し
、
労
働
条
件
改
善
（実
現
）
に
む

け
、
あ
と
１
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い

込
ん
で
い
ま
す
。


